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はじめに

県内のコケ植物の研究は、1870年代にフランス人宣

教師フォー リー (UrbainJean Faurie， 1847-1915)が採集品

を欧米の研究者に送ったことから始まった.それから百

数十年が経過 しているが，現在でも県内で初記録となる

種が多く見つかることや，再確認できないものが多数あ

ることなどから，分布調査は今後も，基礎的課題として

継続されなければならない.

当館の自然調査で，コケ植物の報告を行ったのは赤石

川の調査(青森県立郷土館 1991)が最初である.その

後も、白神山地， 下北半島東部，小川原湖(青森県立郷

土館，1996;柿崎・太田， 2001 ;柿崎他，2006) でコケ植

物に関する資料・情報を蓄積してきた.

今年度から 3ヶ年の計画で始めた青森県中南地域自然

調査では，調査区域を弘前市，大鰐町， 平川市， 黒石市

にまたがる 山域とした (図1). 1年目に当たる 2018年

は，弘前市の山域が対象である.そこは白神山地から続

く山地帯で，生物相は比較的豊かなと ころであり ，地元

の人にもよく 利用されるところでもある

この地域のコケ植物に関する報告はいくつかあるが，

その 1つが，今回の調査範囲である久渡寺山で，福田均

氏が採集 したものの報告である(杉村，2004).杉村・によ

れば，福田氏は久渡寺山で計 701点(セン類 121種，苔

類 32種の合計 153種)に及ぶコケ植物を採集し，その

内の 103点 (95種)を青森県立郷土館に寄贈したが，

その数年後 32歳で早世 したのは，誠に残念なことであ

った.

その他に太田 (2002) は，青森県西南部のタイ類 (1)

でタイ類 82種を報告 しているが，それは今回の調査範

囲である作沢川，東股沢(相馬)11) ，湯口林道(槻内)11)を

含んでいる.さらに斎藤 (1986)は，青森県産の蘇苔類

Iの中で，久渡寺山産としてセン類 10種，タイ類 2種

を報告，続く 青森県産の蘇苔類 II (斎藤 1988)で，座

頭石産としてセン類 2種，タイ類 6種を報告した.

今回の報告では，2018年に 自然調査で採集 したコケ

植物を載せたが，それに加えて， 筆者が (太田，2002)

1 )青森県立郷土館中南地域自然調査報告 (2018)

2) 干 030・0802青森市本町 2丁目ふ14，青森県立郷土館
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で，タイ類とともに採集 していたセン類も リス トに追加

した.

I 調査方法

l年目である 2018年の調査地域は，図 lに示 した 6

カ所であった.調査日は、作沢川 (2018年 7月 4日)、

相馬川 (7月 11日)、槻内川 (7月 25日)、大和沢川 (8

月 8日)、苗代山 (8月 22日)、久渡寺山 (9月 初 日)

である.各調査地では，目に付いたコケ植物を出来るだ

け網羅 しながら採取し，持ち帰って室内で検鏡 し同定を

行った.同定できないものについては専門家に同定を依

頼 した.

なお，この調査に当たっては、津軽森林管理署の平成

30年 6月 19日付け 30津管第 341号で採集許可を受け

ている。採集はすべて筆者が行った.

E 結果と考察

1 調査地の概要

①作沢川

作沢川の中流にある相馬ダムの 3kmほど上流に，昭

和 37(1962)年まで操業していた舟打鉱山跡がある.コ

ケの採集はその跡地を過ぎた林道脇にある水のしみ出る

土手の土上で、行った.雨水に浸った土上からヒモ ヒツジ

ゴケ Brachythecium helminthocladum， ノ¥ネヒツジゴケ B

plumosum，イト フタゴゴケ Didymodon michiganensis， 

ヤノネゴケ Bηhnia novae-angliae， ミズシダゴケ

Crαtoneuronβlicinumを1号た.

そこから 1.5kmほど上流の川の左岸には，木々に覆

われた湿った岩壁があり ，非常に多くのセンタイ類が付・

着 していた.判明したものだけでセン類 20種，タイ類 6

種の計 26種あった.主なものと して，ツツクチ ヒゲゴ

ケ Oxystegus tenuirostris， ミヤマスナゴケ Rαcomitrium

fasciculare，ツクシヒラツボゴケ Clossaedelphusogaωe， 

トウヨウチョウチンゴケ Mnium orientαle，エビゴケ

Bryoxiphium norvegicum subsp. japonicum， イトノ¥イゴケ

Hypnum tristo-viride， フ トリ ュウビゴケ Hアlocomium

brevirostre var. cavilolium， オオスギゴケ Polytrichastrum
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formosumな どのセン類，ニス ビキカヤゴケ Porellα

vernicosa，ヤマ トコミミゴケ Lり'euneajαrponicα， ホソミ

ゾゴケ Marsupella pseudφmkii， チャ ボ クサリ ゴケ

Cheilolりeunea obtusifolia， シロコオイゴケ Diplophyllum

alvicans， ミヤマミズゼニゴケ Calyculariα laxaなどのタ

イ類が見られた.また，ヤマモ ミジの樹幹にはタカネゴ

ケL白 curaeasaxicola， タカネカモジゴケ Dicranumviride 

var. hakkodenseが着生していた.

これらとは別に，筆者は 2000年 5月 12日と2000年

10月 26日に，同所付近の岩場でコケ植物の採集を して

いる.その中のセン類で，今回の採集では得られなかっ

たものを中心に挙げると ，腐葉土上にアラスカヤノネ ゴ

ケ Blアルuα hultenii， 岩 上の土にコ パ ノスナゴケ

Racomitrium barbuloides， 朽木にはノミハニワ ゴ ケ

Hαrplocladium angustifolium， キヌ イト ゴケ Anomodon

longifolius， 岩壁 にはアオハ イ ゴケ Rhynchostegium

riparioides， キダチヒダゴケ Thamnobryum plicαtulum， 

ハイ ヒバゴケ 砂pnum cupressiforme， オニオウ ムゴケ

Gymnostomum subrigidulum， ヒメホウオウゴケ Fissidens

gymnogynus，イヌケゴケ Schwetschkeopsis fabronia， ト

カチスナゴケ Racomitrium laetum， ホソパギボウシゴケ

Schistidium strictum， チョウセンスナゴケ Racomitrium

carinatum，ホソエヘチマゴケ Pohlia proligera， ホソミ

ツヤゴケ Entodonsullivantiiなどがあった.

作沢川のタイ類は，太田 (2002) では 20種が出現し

ている.ほぼ同所で採集した今回は 6種であり ，大幅な

数の減少である.その原因は，採集時間が短かったこと

が大き いが，それとは別にコケ植物にとっての環境の変

化 も考えられる .前回， 2000年前後に入山 した時は，

林道はよく整備され， 森林も手入れされていたと思う .

現在は下草や枝が伸び放題で山に入 りづらく ，風の通 り
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図 1 調査地域

①作沢川(弘前市相馬沢田)

②相馬川(弘前市中日馬藍内)東股沢含む

③ 欄内川(弘前市湯口)湯口林道含む

④大和沢川(弘前市一野渡)

⑤百代山(弘前市一野渡)

⑥ 久渡寺山(弘前市坂元)

¥_/ 

青森市

が変化してコケ植物にも影響があったのではなし、かと感

じた.これは相馬川や欄内川でも同 じ印象である.

2000年に作沢川 で採集 したキ リシマゴケ Herbertus

aduncusやコスギパゴケ Kurzia makinoanaなど，今回発

見できなかったタイ類が多かった.

②相馬川(東股沢を含む)

採集は，藍内の集落を過ぎ，車止めを抜けてから林道

右側の山裾の岩壁で、行った.樹木に覆われた岩壁には，

コメバキヌゴケ Haplocladiummicrophyllum， オオ トラノ

オゴケ Thamnobηum subseriatum， ナメ リチョ ウチンゴ

ケMniumlycopodioides，タニゴケ Brachytheciumrivulare， 

ネズミノオゴケ M戸Iroclad，αmaximovicziiなどが生え，タ

イ類ではオオウロコゴケ Heteroscyphuscoαlitus， コハネ

ゴケ Plagiochilαsciophila， ヤマ トコミミゴケ，チャ ボマ

ツバウロコゴケ Blepharostomα minorが生えていた.少

し先 のコンク リート の壁にはソ リハヤナギゴケ

Campylium squarrosulum， ヒメヤナギゴケ Amblystegium

serpens，マルパカヤゴケモドキRhynchostegiummurale， 

ヒロハツヤゴケ Entodon challengeri， ナメ リチョ ウチン

ゴケ，ネズミノオゴケ，夕、イセツヤノネゴケ Bηhnia

hultenii var. cymbifolia， ナガヒ ツジゴケ Brachythecium

buchαnanii， コチョ ウチンゴケ Mniumheterophylium， ~ 

ズシダゴケ，ナ ミガタタチゴケ Atrichum undulαtum， オ

オサナダゴケモドキplagiothecium euηphyllumなど，多

くの種が混生 していた.そこを過ぎた岩壁にはアップサ

ゴケ Homalothecium laevisetum， トヤマシノブゴケ，オ

ニヒツジゴケ Eurhynchiumeustegium， マルフサゴケ，フ

トハリ ゴケ Claopodiumpellucinerveが 生 じ， ヤチダモ樹

幹にはエゾ ヒラゴケ Neckerα yezoanaが着生 していた.

また，林道脇の湿った草原 にカマサ ワゴケ Philonotis

falcataが群生し， 少し乾し、たコンク リート壁にはホソ
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パギボウシゴケ，ネジクチゴケ Barbulaunguiculat，αが生

育して いた.堰堤近くの川岸の砂利 にはジャゴケ

Conocephalum conicum， シャクシゴケ Caviculariadensa 

が見られた。

以上の他、 2000年 5月 20日， 2002年 6月 3日及び 8

月 16日の 3回にわたって 80点以上のセン類を採集 して

いる.そのなかで、これまで記述のなかったものを挙げ

ると 、乾し、た岩にはクサゴケ Callicladiumhaldanianum、

アオギヌゴケ Brachytheciumpopuleum、 チャボシノブゴ

ケ Pelekium versicolor、 ヒラハ イ ゴ ケ Breidleriα

erectiuscula、シワラッコゴケ Gollaniaruginosαが、また、

渓流脇 の湿岩 上 にはランヨウハリガネゴケ Bryum

cyclophyllum、シメ リイ ワゴケ Dichodontiumpellucidum、

ヤナギ樹幹にクロ イ シ ヒツジゴケ Brachythecium

kuroishicum、ヒメナギゴケ Amblystegium serpens、ヤナ

ギゴケモドキ Campylidiumhispidulumが見られた。また、

奥の東股沢では朽ちた根株の空洞からアオゴケ Sαelania

glaucescensを採集 している。また，タイ類では今回採

集できなかったケフタマタゴケ，マツバウロコゴケ，エ

ゾヤハズゴケ，ツツソロ イゴケなど，14種を採集 して

いる.

③欄内川(湯口林道を含む)

棚内川には弘前市湯口から入札湯口林道を走行する。

途中、立構山 (365m)では砂利の採石が行われている

が、そこからさらに 4kmほど遡った林道沿いで採集を

行った。ほどなく 槻内川に注ぐ枝沢があって，そこから

山道が伸びている.その入口付近の土手の上にはススキ

ゴケ Dicranella heteromallα、 タマゴケ Bartramia

pomiformis、コスギゴケ Pogonatum inflexum、セイタカ

スギゴケ Pogonatum japonicum、 ベニエキンシゴケ

Ditrichum rhynchostegium、オオサナダゴケモ ドキ、コフ

サゴケ Rhytidiadelphus japonicus、 シッポゴケ Dicranum

jαrponicum、コホウオウゴケ Fissidens teysmannianus、そ

れにタイ類の トサホラゴケモドキ Cαlypogeia tosanaが

見られた。林道沿いのミズナラ樹幹にはエゾイト ゴケ

Anomodon rugelii、アップサゴケが着生 していた。渓流

脇の岩に被さった土にはチョウチンハ リガネゴケ Pohlia

wahlenbergii、 コノくノエゾシノブゴケ Thuidium

delicatulum、ヤノネゴケ、シメ リイ ワゴケ、ランヨウハ

リガネゴケが生育していた。また、ヤマハンノキの樹幹

にはク ビレケピラゴケ Radula constricta、オオクラマゴ

ケモ ドキPorella grandilo仰 が着生、林道脇の土壁には

アカウロコゴケ Nardia assamicaが群生していた。 さら

に奥に進むと 、川は源頭に近づき 、スギの一斉林となる。

朽ちたスギの根株からはシッポゴケ、コスギゴケ、エダ

ウロコゴケモドキ Fauriellα tenuis、ホソパオキナゴケ

Leucobryum juniperoideum、 タイ類のタマゴ、パムチゴケ

Bazzania denuaαtα、 フチナシ イ ボクチキゴケ

Odontoschismαpseudogrosseverrucosum、 チャボマツバウ

ロコゴケ、 トサホラゴケモ ドキが得られた。
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槻内川に沿う湯口林道では 1999年 5月 14日と 2002

年 4月 27日の 2回採集を行い、 35点ほどのセン類を採

集している。追加すべきものとして、朽ち木からコツボ

ゴケ Plagiomniumacutum、カスミザクラ樹幹から ヒナ ト

ラノオゴケ 砂 locomiopsis ovicarpa、土の上からツチノ

ウエノコゴケ Weissia controversa、チャボホラゴケモ ド

キ Caかpogeia arguω、 ミズナラ樹幹からタチ ヒダゴケ

Orthotrichum consobrinum、イ タチゴケ Leucodon

sapporensis、アカイタヤの樹幹からパンダ イ ゴケ

Rαuiellαβグisana、 ヒナイトゴケ Forsstroemiαjαrponicaが

得られた。タイ類では 2018年には出現 しなかったツク

シウロコゴケ，カギヤスデゴケ，ジンガサゴケなどを採

集している.

④大和沢川

座頭石を過ぎて 2.5kmほど大和沢川を遡った所から

採集を始めた.最初のポイン トは谷間にできた平坦地で，

駐車スペースのような草地の地面にヤマコスギゴケ

Pogonatum urn伊 rum，ハイゴケ 均仰Jm plumaφrme， 

ナミガタタチゴケなどが生えていた.道沿いの奥隣りに

は平坦なスギ林があり ，ゆったり隙間のある中央にクル

ミ科のヒッコ リー (Caηαsp.)が数本立っている.ヒッ

コリーの樹幹にはエゾヒラゴケ Neckera yezoα仰， チャ

ボスズゴケ Boulayamittenii， ヒナイ トゴケなどのセン類

やコモチフタマタゴケ Metzgeriatemperata， トサカゴケ

Lophocolea heterophylla， ヤマ トコミミゴケ，ケビラゴ

ケ属などのタイ類が着生 し，根元の方にはセン類のオオ

トラノオゴケ，ヤマ トヒラゴケ Homalia trichomanoides 

var. japonica， トヤマシノブゴケ，タイ類のオオクラマ

ゴケモドキが着生するなど，多くの種類が見られた.面

白いのは，固と県で絶滅危倶種に指定されているコシノ

ヤパネゴケ Dichelyma japonicumが高さ 80cmほどの所

に数本だけ着生 していて，本種の特性から，周辺での群

生が考えられたが見当たらなかった.

官!.l:t，且 Z 凪 自 画一』

写真 1 ヒッコ リーに着生する コシノヤパネゴケ

場所を川沿いに移 して，ミズナラの根元を見たところ，

エゾイト ゴケ，コツボゴケ，シッポゴケ， トヤマシノブ

ゴケ，コフサゴケが群生 し， 根元をすっぽり覆っていた.

渓流に降りて，流れのすぐ脇の岩上を見るとアサマヤノ



ネゴケ Bryhnia brachycladula， ムツタチゴケ，シメ リイ

ワゴケ，ヒ ロハノフサゴケ Brachytheciumrutabulum， ト

ヤマシノブゴケ，オオパチョウチンゴケ，オオサナダゴ

ケモ ドキ，ススキゴケ，オオ トラノオゴケ，ハネ ヒツジ

ゴケなどのセン類の他，マルバハネゴケ Plagiochila

ovαlifolia， ハウルシゴケ }ubula hutchinsiae subsp. 

hutchinsiae， エゾミズゼニゴケ Pellia neesiana， ロゼッ

トツボミゴケ Solenostomα rosulans， ムラサキヒシャク

ゴケ Scapαnia undulata， ジャゴケ，オオホウキゴケ

Solenostoma infuscum， ツムウロコゴケ Solenostomα

ルsiforme， トサホラゴケモドキ ， ヒメツボミゴケ

Solenostoma emarginatum， スケノくウロコゴケ

Chiloscyphus pallescens， ホラゴケモ ドキ Calypogeia

azurea， クシノハスジゴケ Riccardia multifid，αsubsp. 

decrescensなど，多くのタイ類が多様性の高い生育集団

を形成していた.

写真 2 大和沢川のコケの多い渓流

前回，2000年前後に，大和沢の枝沢である尾神沢の

源頭付近でタイ類の採集を行った際には 18種を採集し

ている.詳 しくは太田 (2002)を参照のこと .

⑤苗代山

苗代山 (539m)には， 座頭石の上にある神社裏から

登る .朽ちたスギの根株にはアラハ ヒツジゴケ

Brachythecium brotheri， ナミガタタチゴケ，エダウロコ

ゴケモ ドキ， トサカゴケが生え，スギの幹根元にはカガ

ミゴケ Brotherella henoniiが着生していて，踏み固めら

れた地面にはフソウツキヌキゴケ Calypogeiaj叩 onzca，

イト ウロコゴケ Nardiaminutifoliaが生育していた.

少し登ったスギとミズナラの林では，スギの朽ちた倒

木にアラハ ヒツジゴケ，オオサナダゴケモ ドキ， トサホ

ラゴケモ ドキ，ホラゴケモ ドキ，クチキゴケが生育し，

斜面に突き 出た岩上にクサゴケ，アラハヒツジゴケ，コ

ホウオウゴケ，ヤノネゴケが生育し，ノミハニワゴケ，

トサカゴケ， トサホラゴケモ ドキが生える岩もあった.

高度を重ねると ，標高 350m付近からブナが出現する.

ブナ樹幹にはパンダイゴケ，エゾイ トゴケが着生 し， 根

元にはナガミチョウチンゴケイulacomnium

heterostichum， ヤナギゴケモ ドキ，コマノヒツジゴケ
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Brachythecium coreαnum， ヤマト ヒラゴケ，コモチフタ

マタゴケ，ケクラマゴケモドキが生え，土上には トヤマ

シノブゴケ，コホウオウゴケが生えていた.頂上のブナ

根元の土がセン類の原糸体で緑に染まっている所があ

る.その中にエダウロコゴケモドキ，タカネカモジゴケ，

ユミゴケ，ミヤマサナダゴケ，ホ ソバオキナゴケの幼少

体が交じっているのが観察できた.

⑥久渡寺山

久渡寺山 (663m)は，弘前市の「子 どもの森」とし

て多くの人々に利用されている.その麓にある久渡寺は

“おしらさま信仰"で知られており ，寺をとり囲むよう

にミズナラ林を巡る遊歩道が整備されている.

ここでの採集は，山体下部のミズナラ林で、行った.林

内に横たわる倒腐木にはセン類のパンダイゴケのほか，

トサカゴケ，ヒ メ トサカゴケ，ヤマ トケビラゴケ Rαdula

jα'jJonzca，オタルヤバネゴケ Cephalozia otaruensisなど

のタイ類が生育し， 遊歩道の踏み固められた地面にはフ

ソウツキヌキゴケ，イト ウロコゴケが生えていた.

先に述べたように，福田均氏は久渡寺山および久渡寺

においてコケ植物を採集 しているが ，採集 したのは

1991 ， 1993， 1994年の 3ヶ年であり ，日数は延べ 34日

間に及んでいる.その結果得られた総数 701点の標本に

はセン類とタイ類が合わせて 153種含まれていた (杉村

2004) .その中には青森県初記録となるツクシホウオウ

ゴケ，オカイヌノハゴケ，ナカ、パヒョウタンゴケ，ヤマ

ハ リガネゴケ，ナシゴケ，ヒ メスズゴケの 6種のほか，

環境省 レッ ドリ ス ト (環境省， 2019) (Web上で公開)

で絶滅危慎 I類 (CR+EN)，青森県 レッドデータブック

(青森県，2010) で B ランク(重要希少野生生物)の ト

ガリカイガラゴケ A今urellαtenerrimα (Brid.) Lindb.が含

まれていた. トガ リカイガラゴケについては，太田 ・柿

崎 (2003)でも指摘 していたが，日本で初めて胞子体を

確認 した標本と して重要である.

久渡寺山での今回の採集は 20点ほどに留まっており ，

県初記録種などの再確認はできなかった.

2 特記すべき種

( 1 )県内初記録の種

調査で得られたセンタイ類のうち， イト フタゴゴケ

Didymodon michiganensis， オニオウムゴケ Gymnostomum

subrigidulum， マルパカヤゴケモ ドキ Rhynchostegium 

muraleの 3種は，これまでの青森県内の記録(柿崎， 2004

;古木， 2004;杉村， 2004;神田，2014)に見当たらず，

初報告となるものである.

(2 )絶滅危慎種

ミヤマミズゼニゴケ Calyculariα laxa Lindb. &Amell 

は，環境省 レッドリ ス ト (環境省ラ 2019)で，絶滅危慎

E類 (VU)であり ，青森県 (2010)では C ランク(希少

野生生物)に指定されている.

アオゴケ Saelaniaglaucescens (Hedw.) Broth.は， 青
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森県 (2010)で Cランクに指定されている.

コシノヤバネゴケ Dichelymajaponicum Cardotは，環

境省 レッドリ ス ト2019で，絶滅危倶 I類 (CR+EN)であ

り，青森県 (2010) では Bランク(重要希少野生生物)

に指定されている.

3 コケ植物目録

この目録には平成 30(2018)年度の中南津軽地域自

然調査で採集 した同定済のコケ植物 と，1999 ~ 2002に

同所で採集 したセン類を加えて リス ト化 しである. 登載

種数はタイ類が 42種 (亜種を含む)、セン類が 108種(亜

種 ・変種を含む)の合計 150種 (亜種 ・変種を含む)で

ある。

分類体系，科 の配列及び科名は基本的に戸部 ・田村

(2012)に従ったが，学名と和名を含めてタイ類につい

ては片桐・古木 (2018)に従った。セン類の学名と 和名

は Suzuki(2016)に従った.ただし， 命名者名は紙面の

都合上省略した.

データは，まず採集地を示 し， その後ろのカッコ 内に，

標高，着生基物，採集番号，同定者の順に載せた.同定

者は略記号で示 し， HKは服部植物研究所研究員の木口

博史氏，TFは千葉県立中央博物館主任上席研究員の古

木達郎氏を表 している.記号がないものは筆者が同定し

た.また，同じ地点で複数の採集品がある場合は番号を

「・」で並列 し，同じ採集地でも標高や基物など違いが

ある場合は I;Jで区切り並記した.

調査 ・同定が終わった標本は，すべて青森県立郷土館

に収蔵する.

タイ門(タイ類)

Blasiaceaeウスパゼ、ニゴケ科

Caviculariαdensa シャクシゴケ

相馬川 (185m石 8888)，槻内川 (290m小石 8930)

Conocephalaceaeジャゴケ科

Conocephalum conicum ジャゴケ

中目馬川 (185m石上の士 8887)， 大和沢川 (240m岩

8986) 

Dumortieraceaeケゼニゴケ科

Dumortiera hirsuta ケゼニゴケ

久渡寺山(460m土 9085)

Calyculariaceaeミヤマミズゼ、ニゴケ科

Calyculariαl似 α ミヤマミズ、ゼ、ニゴケ

作沢川 (310m岩崖 8837・8838・8839・8844a.8846a)

Pelliaceaeミズ、ゼニゴケ科

Apopellia endiviifolia ホソバミズゼニゴケ

湯口林道 (220m土 7562a)，大和沢川 (240m土 8967・

8970) 

Pellia neesiana エゾミズ、ゼニゴケ

作沢川 (320m岩上の湿士 8850a.8851・8852b)， 棚内川

(250m土 89179)，大和沢川 (240m湿岩 8977)

Aneuraceaeスジゴケ科

Riccardia multifida subsp. decrescens クシノハスジゴケ

大和沢川 (240m土 8969b;湿岩 8997aTF) 

Metzgeriaceaeフタマタゴケ科

Metzgeria temperata コモチフタマタゴケ

大和沢川 (240mヒッコ リー樹幹 8958a)，苗代山(500m

ブナ根元 9014a)

Cephaloziaceaeヤパネゴケ科

Cephαloziαotaruensis オタルヤバネゴケ

久渡寺山(210m士 6340)， 作沢川 (320m岩上の湿士

8850b)，久渡寺山(250m倒腐木 9076b)

Odontoschismαdenudatum クチキゴケ

首代山 (270m倒腐木 9021bTF) 

Odontoschisma pseudogrosseverrucosum フチナシイボク

チキゴケ

欄内)11(350m腐朽スギ根株 8943)

Scapaniaceaeヒシャクゴケ科

Diplophyllumαlbicans シロコオイゴケ

作沢川 (310m岩崖 8835)

Scapαnia undulata ムラサキヒシャクゴケ

大和沢川 (240m湿岩 8979bTF;岩 8989TF.8990b TF) 

Calypogeiaceaeツキヌキゴケ科

Calypogeia arguta チャボホラゴケモ ドキ

湯 口林道 (220m土 7564b)，苗代山 (340m土 9011 TF)， 

久渡寺山(480m土 9088TF) 

Calypogeia azureα ホラゴケモ ドキ

大和沢川 (240m湿岩 8996)， 百代山 (280m倒腐木

9020) 

Cαかpogeza]α'jJonzcα フソウツキヌキゴケ

首代山(260m土 9022a)，久渡寺山(260m土 9077a)

Cαかpogezαne白 ianasubsp. subα伊inα タカネツキヌキゴ

ケ

作沢川 (320m岩上の湿土 8852c)

Calypogeia tosana トサホラゴケモ ドキ

湯 口林道 (220m土 7563b・7564a)，槻内川 (250m士 8918

300m士 8931・8933;350m腐朽スギ根株 8942b)，大和

沢川 (240m岩 8991)，苗代山 (260m岩 9012;270m 倒腐

木 9021a)

Gymnomitriaceaeミゾゴケ科

Mαrsupella pseudofunckii ホソミゾゴケ

作沢川 (310m岩崖 8833aTF・8849)

Nαrdiααssamzcα アカウロコゴケ

欄内)11(320m崖の土 8936)

Nαrdia minutifolia イト ウロコゴケ

苗代山(260m土 9022b)，久渡寺山(260m土 9077b)

Solenostomataceaeソロイゴケ科

Solenostomαemargznαωm ヒメツボミゴケ

大和沢川 (240m岩 8994TF) 

Solenostoma fusiforme ツムウロコゴケ

大和沢川 (240m岩 8990cTF;温岩 8997bTF) 
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Solenostoma infuscum オオホウキゴケ

大和沢川 (240m岩 8987TF;岩 8993bTF) 

Solenostoma rosulans ロゼッ トツボミゴケ

大和沢川 (240m湿岩 8979aTF) 

Blepharostomataceaeマツバウロコゴケ科

Blepharostoma minor チャボマツバウロコゴケ

相馬川 (220m倒腐木 7604;150m湿岩崖 8872d)，槻内

)11 (350m腐朽スギ根株 8941)

Lepidoziaceaeムチゴケ科

Bαzzania denudata タマゴ、パムチゴケ

棚内川 (350m腐朽スギ根株 8942a)

Lophocoleaceaeウロコゴケ科

Chiloscyphus pallescens スケパウロコゴケ

大和沢川 (240m湿岩 8995b)

Heteroscyphus coalitus オオウロコゴケ

相馬川 (150m湿岩崖 8863)

Lophocolea heterophylla トサカゴケ

首代山 (280m岩 9010b;260mスギ腐朽根株 9024aTF) ， 

久渡寺山(250m倒腐木 9074)

Lophocolea minor ヒメ トサカゴケ

久渡寺山(250m倒腐木 9076a; 295m根元 スギ 9081)

Plagiochilaceaeハネゴケ科

Plagiochilαovalifoliα マルバハネゴケ

大和沢川 (240m湿岩 8972・8976・8992・8995a)

Plagiochila sciophila コノ¥ネ ゴケ

相馬川 (150m湿岩崖 8864b・8872b)

Jubulaceaeヒメウルシゴ、ケ科

Jubula hutchinsiae subsp. hutchinsiaeハウノレシゴケ

大和沢川 (240m湿岩 8973)

L吋euneaceaeクサリゴケ科

Ch eilo 1そleuneαobtusifoliα チャボクサ リゴケ

作沢川 (310m岩崖 8833b)

LEヅeuneajaponzca ヤマ トコミミゴケ

作沢川 (310m岩崖 8825)ラ 相馬川 (150m湿岩崖 8868・

8869・8872c)， 大和沢川 (240mヒッコ リー樹幹 8958c・

8959) 

Porellaceaeクラマゴケモドキ科

Porella faurieri ケクラマゴケモ ドキ

久渡寺山(660mブナ根元 6342)， 百代山 (500mブナ根

上の土 9016d)

Porella grandiloba オオクラマゴケモドキ

欄内)11(300mヤマハンノキ樹幹 8934)， 大和沢川

(240mヒッコ リー根元 8954)， 久渡寺山(480m岩

9086) 

Porellαvernzcosa ニスピキカヤゴケ

作沢川 (310m岩崖 8820a'8827)

Radulaceaeケビラゴケ科

Radula complanata ヒラケピラゴケ

湯口林道 (220mミツデカエデ樹幹 7566a)

Radula constrictα クビ レケビラゴケ

60 

槻内川 (300mヤマハンノキ樹幹 8932)

Radula japonica ヤマ トケビラゴケ

久渡寺山(250m倒腐木 9075a)

セン門(セン類)

Polytrichaceaeスギゴケ科

A trichum undulatum ナミガタタチゴケ

作沢川 (320m岩上の湿士 8852a)，梱馬川 (150mコンク

リート壁面 8878)，大和沢川 (240m士 8969a;岩上の士

8975)，苗代山 (260mスギ腐朽根株 9024c)

Atrichum undulatum var. grαcilisetum ムツタチゴケ

作沢川 (340m岩壁 5371)，大和沢川 (240m岩 8993aHK)

Pogonαtum inflexum コスギゴケ

作沢川 (340m湿岩上の土 5404)，槻内川 (250m土 8912;

350m崖の土 8939)

Pogonαtum japonicum セイタカスギゴケ

作沢川 (310m岩崖 8842)，槻内川 (260m土 8921)

Pogonatum urnigerum ヤマコスギゴケ

作沢川 (340m湿岩壁 5399bHK;340m湿岩上の土 5400

・5402;270m岸壁 6134・6135;330m土 8853)，大和沢川

(240m土 8971a)

Polytrichastrum formosum オオスギゴケ

湯口林道 (275m士の上 4907)， 作沢川 (310m岩崖

8848a) 

Bryoxiphiaceaeエピゴケ科

Brアoxiphiumnorvegicum subsp. japonicum エビゴケ

作沢川 (340m岩壁 5357・5389;310m岩崖 8843)

Grimmiaceaeギボウシゴケ科

RαcomitriU1η barbuloides コノtノスナゴケ

作沢川 (340m湿岩上の土 5403)

Racomitrium cαrinatum チョウセンスナゴケ

作沢川 (270m湿岸壁 6126aHK) 

Racomitrium fasciculare ミヤマスナゴケ

作沢川 (310m岩崖 8832cHK) 

Rαcomitrium japonicum エゾスナゴケ

作沢川 (270m湿岸壁 6125)， 久渡寺山(660m腐植士

6348) 

Rαcomitrium lαetum トカチスナゴケ

作沢川 (340m湿岩壁 5399aHK) 

Schistidium strictum ホソバギボウシゴケ

湯口林道 (275m岩壁面 4903)， 作沢川 (340m岩壁

5394)，東股沢 (415m岩 5418)，相馬川 (225m乾し、た岩

7579a; 160mコンク リート壁面 8891b) 

Fissidentaceaeホウオウゴケ科

Fissidens dubius トサカホ ウオウゴケ

作沢川 (340mれき混じりの土 5362)

Fissidens gymnogynus ヒメホウオウゴケ

作沢川 (340m岩壁 5367cHK) 

Fissidens nobilis ホウオウゴケ

作沢川 (310m岩崖 8822・8831a)
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Fissidens teysmannianus コホウオウゴケ

湯口林道 (275m土の上 4908; 220m土 7562b・7563a)，

欄内川 (250m土 8920;300m土 8935)，苗代山 (490m土

9013b; 280m岩 9019a)

Ditrichaceaeキンシゴケ科

Ditrichum rhynchostegium べニエキンシゴケ

棚内川 (250m土 8913HK) 

Saelαnia glaucescens アオゴケ

東股沢 (295m腐倒木の根空洞 5426aHK) 

Dicranaceaeシッポゴケ科

Dichodontium pellucidum シメリイワゴケ

相馬川 (225m渓流脇の湿岩 7590dHK)，欄内川 (270m

岩上の土 8926aHK)，大和沢川 (240m岩 8981aHK) 

Dicranella heteromallα ススキゴケ

作沢川 (340m岩壁 5377)，棚内川 (250m土 8911a)，大

和沢川 (240m岩 8990a)

Dicranodontium denud，αtum ユミゴケ

作沢川 (310m岩崖 8841bHK・8846b)，苗代山 (538mブ

ナ根元の土 9017cHK) 

DicranumjαIponicum シッポゴケ

作沢川 (310m岩崖 8847a.8848b)，棚内川 (250m士

8919)，大和沢川I(240mミズナラ根元 8963a・8965)

Dicranum scoparium カモジゴケ

湯口林道 (275mミズナラ根元 4914)， 久渡寺山(660m

腐植土 6349)

Dicranumνiride var. hakkodense タカネカモジゴケ

湯口林道 (275mスギ樹幹 4901aHK)，久渡寺山(540m

腐植土 6345)，作沢川 (310mヤマモミジ樹幹 8840b

HK)，苗代山 (538mブナ根元の土 9017bHK) 

Leucobryaceaeシラガゴケ科

Leucobηum juniperoideum ホソパオキナゴケ

湯口林道 (275m朽ち木切株 4927)， 久渡寺山 (540m腐

植土 6344)，棚内川 (350m腐朽スギ根株 8944)，苗代山

(538mブナ根元の士 9017eHK) 

Pottiaceaeセンボンゴケ科

Barbula unguiculata ネジクチゴケ

相馬川I(160mコンクリート壁面 8891aHK) 

Didymodon michigαnensis イ卜フタゴゴケ

作沢川 (260m湿土 8817HK) 

Gymnostomum subrigidulum オニオウムゴケ

作沢川 (340m岩壁 5367aHK. 5396 HK) 

Oxystegus tenuirostris ツツクチヒゲゴケ

作沢川 (340m岩壁 5367dHK; 310m岩崖 8826a)

Weissia controversα ツチノウエノコゴケ

湯口林道 (275m士の上 4905)

Bryaceaeハリガネゴケ科

BIアumcyclophylルm ランヨウハリガネゴケ

中目馬川 (225m渓流脇の湿岩 7590cHK)，槻内川 (270m

岩上の士 8926bHK) 

Bryaceaeカサゴケ科

Pohlia proligerα ホソエヘチマゴケ

作沢川 (270m温岸壁 6126bHK) 

Pohlia wahlenbergii チョウチンハリガネゴケ

槻内川 (270m岩上の土 8924aHK) 

Mniaceaeチョウチンゴケ科

Mnium heterophylium コチョウチンゴケ

相馬川 (150mコンクリート湿壁面 8876aHK) 

Mnium lycopodioides ナメリチョウチンゴケ

湯口林道 (275m士の上 4916)，東股沢 (410m土 5420)，

相馬川 (220mヤナギ樹幹 7641a; 150m湿岩崖 8864c・

8870・8872a;コンクリー卜壁面 8873dHK. 8874a) 

Mnium orientαle トウヨウチ ョウチンゴケ

作沢川 (310m岩崖 8841cHK・8845)

Plagiomnium acutum コツボゴケ

湯口林道 (275m朽ち木 4902)，久渡寺山(210m土

6341) ，大和沢川 (240mミズナラ根元 8961)

Plagiomnium vesicatum オオパチョウチンゴケ

作沢川 (340m湿岩 5364c・5364cHK)，相馬川 (225m岩

上の土 7596・7603)， 相馬川 (220mヤナギ樹幹 7631b)，

作沢川 (330m湿土 8854)，大和沢川 (240m岩 8985)

Bartramiaceaeタマゴケ科

Bαrtramia pomiformis タマゴケ

湯口林道 (275m士の上 4915)，作沢川 (340m岩壁土の

土 5388・5393)，東股川 (450m岩上の土 5410)，東股川

(295m腐倒木の根空洞 5426bHK)，相馬川 (220mヤナ

ギ樹幹 7630・7638)，棚内川 (250m土 砂11bHK. 8916) 

Philonotis falcata カマサワゴケ

東股沢 (385m道路脇の土 5422 HK)，相馬川 (160m湿

土 8889・8890)

Orthotrichaceaeタチヒダゴケ科

Orthotrichum consobrinum タチヒダゴケ

湯口林道 (275mミズナラ樹幹 4906)

Orthotrichum sp.タチヒダゴケ属

湯口林道 (220mミツデカエデ樹幹 7567cHK) 

Aulacomniaceaeヒモゴケ科

Aulacomnium heterostichum ナガミチ ョウチンゴケ

東股川 (450m岩上の土 5408)ラ 東股沢 (295m腐倒木の

根空洞 5426cHK) ，相馬川 (220mヤナギ樹幹 7625c.

7628・7629・7639)， 苗代山 (500mブナ根上の土 9016a)

Fontinalaceaeカワゴケ科

Dichelyma japonicum コシノヤパネゴケ

大和沢川 (240mヒッコリー樹幹 8953)

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

Amblystegium serpens ヒメヤナギゴケ

相馬川 (150mコンクリート壁面 8873bHK. 8875c HK) 

Calliergonellαlindbergii エゾPノ¥イゴケ

東股沢 (450m岩 5405 HK)，湯 口林道 (220m歩道脇の

土 7568a)，中日馬川 (225m乾いた岩 7576HK. 7580c HK. 

7582d HK ; 280m岩 7574)

Campylidium hispidulum ヤナギゴケモドキ
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相馬川 (220mヤナギ樹幹 7640bHK)，苗代山 (500mブ

ナ根上の土 9016aHK) 

Campylium squarrosulum ソリハヤナギゴケ

相馬川 (225m渓流脇の湿岩 7590bHK; 150mコンクリ

ー ト壁面 8873aHK) 

Cratoneuron filicinum ミズシダゴケ

作沢川 (260m湿土 8819)，相馬)11(150mコンクリート

湿壁面 8876bHK; 160m湿士 8880)

Leskeaceaeウスグ、ロゴケ科

CIαopodium pellucinerve フトハリゴケ

相馬川 (220mヤナギ樹幹 7626bHK. 7627b HK. 7640d 

HK; 160m岩壁 8885cHK) 

Haplocladiumαngustifolium ノミハニワゴケ

作沢川 (340m朽木 5365a)，湯口林道 (220mミツデカエ

デ樹幹 7567bHK)，相馬川 (225m乾し、た岩 7578;280m 

岩 7571a・7575)，苗代山 (280m岩 9010a)

Haplocladium microphyllum コメバキヌゴケ

相馬川 (225m乾いた岩 7582bHK; 220mヤナギ樹幹

7625a; 150m湿岩崖 8862)

Lescuraeαsaxicola タカネゴケ

作沢川 (310mヤマモミジ樹幹 8840aHK) 

Thuidiaceaeシノブゴケ科

Boulaya mittenii チャボスズゴケ

大和沢川 (240mヒッコリー樹幹 8956bHK) 

Pelekium versicolor チャボシノブゴケ

相馬川 (225m乾いた岩 7582cHK; 220mヤナギ樹幹

7626c HK. 7640c HK) 

Rauiellαβ0・isana パンダイゴケ

湯口林道 (275mベニイタヤ樹幹 4910a)，苗代山 (500m

ブナ根元 9015a)，久渡寺山 (250m倒腐木 9076c)

Rauiella sp.パンダイゴケ属

湯口林道 (275mヤマモミジ樹幹 4900bHK) 

Thuidium delicαtulum コノくノエゾシノブゴケ

開内川 1(270m岩上の士 8924bHK)，久渡寺山(330m湿

腐植士 9082)

Thuidium kanedae トヤマシノブゴケ

湯口林道 (220m歩道脇の土 7567・7568b HK)，久渡寺

山(660m腐植土 6347)，中日馬川 (280m岩 7573bHK)，作

沢川 310m岩崖 8823・8834HK)，相馬川 (160m岩壁

8884)，大和沢川 (240mヒッコリー根元 8955a; ミズナ

ラ根元 8963b・8966)，大和沢川 (240m岩 8984)，古代山

(490m土 9013a)

Brachytheciuaceaeアオギヌゴケ科

Brachythecium brotheri アラハヒツジゴケ

苗代山 (280m倒腐木 9018a; 岩 9019a; 260mスギ腐朽

根株 9024b)

Brachythecium buchananii ナガヒツジゴケ

中目馬川 (220mヤナギ樹幹 7640fHK; 150mコンク リー

ト壁面 8875dHK. 8875 HK) 

Brachythecium coreanum コマノヒツジゴケ

太田正文

苗代山 (500mブナ根上の土 9016bHK) 

Brachythecium helminthocladum ヒモヒツジゴケ

作沢川 (260m湿土 8815)

Brachythecium kuroishicum クロイシヒツジゴケ

相馬川 (220mヤナギ樹幹 7627aHK) 

Brachythecium plumosum ノ¥ネヒツジゴケ

湯口林道 (275mヤマモミジ樹幹 4900aHK)，作沢川

(260m湿士 8816)，大和沢川 (240m岩 8993cHK) 

Brachythecium populeum アオギヌゴケ

相馬川 (225m乾し、た岩 7582aHK;岩 7602bHK) 

Brachythecium rivulαre タニゴケ

作沢川 (340m湿岩 5364aHK)，相馬川 (150m湿岩崖

8865a.8867) 

Brachythecium rutabulum ヒロハノフサゴケ

大和沢川 (240m岩 8981bHK) 

Bη;hniαbrαchycladuZα アサマヤノネゴケ

大和沢川 (240m湿岩 8974HK・8978HK) 

Bryhnia hultenii アラスカヤノネゴケ

作沢)11(340m腐葉土上 5392b聞く)

Bryhnia hultenii var. cymbifoliα ダイセツヤノネゴケ

相馬川 (150mコンクリート壁面 8875aHK) 

Bryhnia novae-angliae ヤノネゴケ

作沢川 (260m湿士 8818)，棚内川 (270m岩上の士 8925

HK)ラ苗代山 (280m岩 9019bHK) 

Eurhynchium eustegium オニヒツジゴケ

相馬川 (220mヤナギ樹幹 7592b;腐朽根株 7597・7598b;

ヤナギ樹幹 7625b.7626a HK・7627c HK. 7631a. 7632・

7636; 160m岩壁 8885aHK) 

Homalothecium laevisetum アツブサゴケ

相馬川 (225m樹幹ミズナラ 7601; 160m岩壁 8883)，

欄内)11(260mミズナラ樹幹 8923)

M戸Jrocladamaximoviczii ネズミノオゴケ

作沢)11(340m岩壁 5386;310m岩崖 8824b.8828)，相馬

川 (150m湿岩崖 8865b・8871; コンクリー卜壁面 8874c

HK. 8875e HK. 8877) 

Oxyrrhynchium savatieri ヒメナギゴケ

相馬川 (220mヤナギ樹幹 7640aHK) 

Rhynchostegium murale マノレノくカヤゴケモドキ

相馬川 (225m渓流脇の湿岩 7586 HK; 225m渓流脇の

湿岩 7590aHK; 150mコンクリート壁面 8873cHK) 

Rhynchostegium ripαrioides アオハイゴケ

作沢川 (340m湿岩 5364bHK)，相馬川 (225m湿岩

7585) 

Fabroniaceaeコゴメゴケ科

Schwetschkeopsis fabroniα イヌケゴケ

作沢川 (340m岩壁 5367eHK) 

Hypnaceaeハイゴケ科

Breidleria erectiusculα ヒラノ¥イゴケ

相馬川 (225m乾し、た岩 7582eHK; 220mヤナギ樹幹

7642 HK) 
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青森県中南津軽地域のコケ植物(1 ) 

Callicladium haldanianum クサゴケ

湯口林道 (275mスギ樹幹 4901bHK; 275mスギ樹幹

4913; 200mスギ根元 7565)，相馬川 (225m乾いた岩

7580b HK)，久渡寺山 (662m腐植土 6343)，苗代山

(270m岩 9021c)

Glossadeljヮhusogatae ツクシヒラツボゴケ

作沢川 (310m岩崖 8841aHK) 

Gollania ruginosa シワラッコゴケ

中目馬川 (280m岩 7571b)

fか'Pnumcupressiforme ハイヒパゴケ

作沢川 (340m湿岩 5364eHK) 

Hypnum plumaeforme ハイゴケ

大和沢川 (240m土 8971b)

Hア'Pnumtristo-viride イトノ¥イゴケ

作沢川 (310m岩崖 8844b・8846c)

Taxiphyllumαomoriense アオモリサナダゴケ

作沢川 (340m湿岩 5363; 岩 5366)，相馬)11(220mヤナ

ギ樹幹 7631c;220mヤナギ樹幹 7637・7644;150m岩

8861) 

Pterigynandracaeネジレイトゴケ科

Hylocomiopsis ovica中α ヒナトラノオゴケ

湯口林道 (275mカスミザクラ樹幹 4904)

Hylocomiaceaeイワダレゴケ科

Brotherella henonii カガミゴケ

百代山 (260mスギ根元 9023)

Leucodontaceaeイタチゴケ科

Leucodon sapporensおイタチゴケ

湯口林道 (275mミズナラ樹幹 4926)

Neckeraceaeヒラゴケ科

Homalia trichomanoides var. japonicα ヤマトヒラゴケ

相馬川 (220mヤナギ樹幹 7634; トチノキ樹幹 7635)，

大和沢川 (240mヒツコリー根元 8952)， 苗代山(500m

ブナ根上の士 9016cHK) 

Neckera yezoana エゾヒラゴケ

相馬川 (220m樹幹トチノキ 7593; 225m樹幹 ミズナ

ラ7600;170mヤチダモ樹幹 8886)，大和沢川 (240mヒ

ツコリー樹幹 8956a)

Thamnobrアumplicatulum キダチヒダゴケ

作沢川 (340m湿岩 5364dHK) 

Thamnobryum subseriatum オオトラノオゴケ

湯口林道 (275m岩 4912)，作沢川 (340m朽木 5365b;腐

葉土上 5387)，相馬川 (220mヤナギ樹幹 7640eHK)，作

沢川 (310m岩崖 8824a'8830)， 相馬川 (150m湿岩崖

8864a;岩崖 8866)，大和沢川 (240mヒッコリー根元

8951;岩 8993bHK) 

Leptodontaceaeスズゴケ科

Hylocomium brevirostre var. cavifolium フ 卜リ ュウビゴ Forsstroemia japonicα ヒナイトゴケ

ケ 湯 口林道 (275mベニイタヤ樹幹 491Ob)，大和沢川

作沢川 (340m腐葉土上 5392a'5392; 310m岩崖 8847b)

Rhytidiadelphus jα!ponzcus コフサゴケ

相馬川 (225m乾いた岩 7577;185m石 8882)，槻内川

(250m土 8915)，大和沢川 (240m腐植土 8960; ミズナ

ラ根元 8964)

Plagiotheciaceaeサナダゴケ科

Plagiothecium cavifolium マルフサゴケ

作沢川 (340m岩壁 5367bHK' 5391 HK; 310m岩崖

8821a' 8832a)，相馬川 (160m岩壁 8885bHK) 

Plagiothecium euryphyllum オオサナダゴケモドキ

作沢川 (310m岩崖 8831b)，梱馬)11(150mコンクリート

壁面 8879)ラ棚内川 (250m土 8914)，大和沢川 (240m土

8968;岩 8988)，苗代山 (280m倒腐木 9018)

Plagiothecium nemorale ミヤマサナダゴケ

作沢川 (340m腐葉土上 5392c HK; 310m岩崖 8821b)，

相馬川 (220m腐朽根株 7598a)，百代山 (538mブナ根元

の土 9017cHK) 

Entodontaceaeツヤゴケ科

Entodon challengeri ヒロハツヤゴケ

中目馬川 (225m乾し、た岩 7580aHK; 225m岩 7602aHK; 

150mコンクリート壁面 8874bHK' 8875b HK) 

Entodon sullivantii ホソミツヤゴケ

作沢川 (270m湿岸壁 6131)，相馬川 (280m岩 7573a

HK) 

Pylaisiadelphaceaeコモチイトゴケ科

(240mヒッコリー樹幹 8957HK) 

Lembophyllaceaeコクサゴケ科

Dolichomitriopsis diversiformis コクサゴケ

作沢川 (310m岩崖 8826bHK) 

Anomodontaaceaeキヌイトゴケ科

Anomodon giraldii オオギボウシゴケモドキ

相馬川 (220mヤナギ樹幹 7633)

Anomodon longifolius キヌイトゴケ

作沢川 (340m腐朽枝 5395)

Anomodon rugelii エゾイ卜ゴケ

湯口林道 (275mミズナラ樹幹 4909)， 棚内川 (260mミ

ズナラ樹幹 8922)， 大和沢川 (240mミズナラ根元

8962)，百代山 (500mブナ根元 9015b; ブナ根上の土

9016c HK) 

Theliaceaeヒゲゴケ科

Fauriella tenuis エダウロコゴケモドキ

久渡寺山 (540m腐植土 6346)， 作沢川 (310m岩崖

8832b HK)，欄内川 (350m腐朽スギ根株 8940)，苗代山

(538mブナ根元の士 9017aHK; 260mスギ腐朽根株

9024d) 
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